
















64.8 ± 1.5 Maおよび 67.2 ± 1.5 Ma3)がそれぞれ報告されている。また，Rb—Sr全岩—鉱物アイ
ソクロン年代および 87Sr/86Sr同位体比初生値(SrI)は 60.4 ± 0.9 Ma (SrI = 0.70769)および 61.9 
































岩の形成については東部においてK—Ar黒雲母年代として周縁部で 64.8 ± 1.5 Ma，中心部
で 67.2 ± 1.5 Maが報告され，SiO2量が岩体周縁部から中心部に向かうにつれ増加している
ことからも，累帯深成岩体である可能性が高い 3)。La/Yb比は周縁部で 4.82—9.91，中心部
で 15.27である。マグマの分化が進むほどLa/Yb比が高くなることから，周縁部から中心
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